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03 大学等内での就職支援

■キャリア支援室（就職相談室）

　　※名称は各学校によって異なります。

障害の有無にかかわらず、就職活動の悩みや不安などについて相談を受け付

けます。発達障害の方は　「どんな職業が向いているか分からない」「単位が

取れなくて、卒業と同時に就職は難しい」などの困りごとが出てくることが

多いです。

一般的にキャリア支援室では

• 職業適性診断やキャリアカウンセラーなどによる相談

• ハローワークへの相談の仕方

などを行っていますが、障害のある学生については「障害者雇用を行ってい

る会社の紹介」や「ハローワークの障害専門窓口への相談の仕方」などを行

う場合もあります。学校によって支援体制はさまざまです。

基本的には本人からの相談を受け付けていますが、中には家族からの相談を

受け、話を聞きながら連携を取って支援を行っている学校もあります。

学校外での就労支援機関については第 2 章 (P.21)「03	就労支援機関の利用」

をご覧ください。

	就職活動では会社ごとエントリーの仕方が違ったり、進み方も違うし、

それらを同時に行うこと、しかも行ったことのない会社に訪問したりす

るのですから、どれほどストレスがあったかと想像するにあまりあるこ

とでした。就職活動中もキャリア支援課で担当をつけてくださってその

方がエントリーシートの書き方や困りごとの相談にのってくれました。

エントリーシートには「自分のこと」を記入していきますが、自己理解

にはとてもつながったと思います。そこは私も協力したかな～。そのあ

たりを乗り越えてこられたのは、大学１，２年の苦労があったからだと思

います。相手の反応がわからなくて、どうしたらよいかわからないから、

タイミングよくちょっと困ったことを聞けないということが大きな課題

でしたが、そこが自分でできるかどうかは別として少しでもやっていか

ないと先に進めないということがわかったようでした。（家族）

(P.62)「マイストーリー１　大学生在学中	20 代男性　家族からの話」もご覧

ください。

働く前に考えておきたい大事なこと

　障害のあるなしにかかわらず、働き方には様々な選択肢があります。「障害を

オープンにしないで一般の会社に就職したい」「障害者雇用での就職を考えたい」

「職業に就くための様々なスキルを身に付けたい」「短時間だけ働いてみたい」な

ど、いろいろな方法がありますので、ご自分の特性や状況に応じて、就労支援機

関を利用してください。各機関で行っている内容については、「03	就労支援機関

の利用」(P.21) をご覧ください。

　発達障害の方で多いのが、「まじめで頑張りすぎて疲れ切ってしまう」「うつ状

態など、二次的な障害が出てきてしまう」ことです。まずはご自分の体力や健康

状態を整えて、「就職をするための準備」から始めましょう。

　例えば、下記に紹介した動画は主に中学生・高校生の保護者向けに作られたも

のですが、成人の当事者やご家族が見ても参考になりますので、ぜひご覧くださ

い。

きらり発達支援ビデオ講座　11

「発達障害を抱える中学生・高校生の社会生活と就労への準備」

URL : https://youtu.be/xHU_xMH6QOE

ビデオ内容

1	 ライフステージについて

2	 社会に出てつまずきやすいこと、良さが発揮されること

3	 困ったときにサポートを受けることができる制度や支援機関

4	 社会的自立について考える

5	 まとめ
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